
サステナビリティ
サステナビリティ方針、パーパス
　NTT東日本グループは、NTTグループサステナビリティ憲章を踏まえ、「地域循環型社会の
共創」というパーパスの達成に向けたサステナビリティ重点課題項目（マテリアリティ）を設
定し、SDGsをはじめとする社会課題の解決に貢献していきます。

パーパス 地域循環型社会の共創
～自らチャレンジしながら、世の中の変革をリード～

地域社会・経済の活性化への貢献
●共感型コンサルティングによる
　地域課題の解決・価値創造の実現
●地域密着型のエンジニアリング力による
　レジリエントな社会の実現

脱炭素・循環型社会の実現 多様性を尊重する社会の実現
●2040年カーボンニュートラルの実現
●ネットゼロ社会への貢献
●サーキュラーエコノミーへの貢献
●生態系保全活動の拡大

●人権が尊重される社会の実現
●ダイバーシティ＆インクルージョンの推進
●ワークスタイルの変革
●公正な社会の実現

取り組みの3本柱
（取り組みテーマ）

重点課題項目（マテリアリティ）
　SDGsや地域社会が抱える社会課題から24項目を抽出し、「世の中目線での優先度」と「NTT
東日本目線での優先度」の2軸で24項目を整理し、両軸において優先度が高い6項目をサステナ
ビリティ重点課題項目（マテリアリティ）に特定しました。

●重点課題の特定（見直し）プロセス

STEP 1
社会課題の
把握

STEP 2

優先度評価

STEP 3

妥当性評価

STEP 4
重点課題項目
特定
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社会課題を
広く把握

世の中目線と
NTT東日本目線の
2軸で優先度を評価

経営層が
重点課題項目の
妥当性を評価

STEP 1～4の
結果により
重点課題項目を
特定

見直し

●マテリアリティの特定（見直し）
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公正な社会の実現

イノベーションの促進

安心安全なデジタル化
社会の構築

気候変動緩和・適応策の推進
人権と多様性の尊重

●6つのマテリアリティ

気候変動緩和・適応策の推進

循環型社会の形成

イノベーションの促進

安心安全なデジタル化社会の構築

人権と多様性の尊重

公正な社会の実現



地域循環型社会の共創に向けた取り組み
●関連URL
　＜https://www.ntt-east.co.jp/sustainability/activities/index.html＞

推進体制
　NTT東日本グループは、パーパスを体現するため、マテリアリティを強力に推進しています。
推進は、2020年7月に設置した「サステナビリティ推進室」および「サステナビリティ推進委
員会」が一元的に行うことで、迅速な対応が可能となる体制です。

　「サステナビリティ推進委員会」は代表取締役副社長が委員長を務め、活動方針やKPI、施策
の検討・決定を行うことを目的としています。

NTT東日本

取締役会

社長
（経営会議）

連携サステナビリティ推進委員会
（委員長：代表取締役副社長）

NTT東日本グループ各社

CSR委員会など


